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■ 地域の沿革と概要 

八雲町は、北海道の南西部、渡島
お し ま

半島

のほぼ中央に位置し、渡島・檜山管内で

最大の広さを有している。総人口は令和

２年度時点で 15,826 人となっている。

平成 17 年に旧八雲町と熊石町が合併し

たことにより、日本国内で唯一日本海と

太平洋に面している町となった。これに

ちなんで「二海
ふ た み

郡」という郡名が付けら

れている。 

豊かな自然を有しており、遊楽部
ゆ う ら っ ぷ

川で

はサケの自然産卵、天然記念物のオジロ

ワシの飛来が確認できる。 

 

■ むらづくりの概要 

１．地区の特色 

漁業・酪農・農業などの一次産業

が盛んで、八雲地域は主にホタテや

鮭が捕れる海産物の宝庫である。特

にホタテは「耳吊り」という養殖技

術を用いて、砂やゴミなどを含ま

ず、天然貝よりも美味と言われる一

品である。  

農業では軟白ねぎをはじめ、もち

米団地として「風の子もち」を生産

している。  

文化面では「木彫りの熊発祥の

地」とされているほか、「北海道三

大あんどん祭」の１つである「八雲山車行列」が開催される。  

 

事項 内容 

地区の規模 新市町村単位の集団等 

地区の性格 地縁的な集団等 

農家率 
（内訳） 

3.2% 
  

総世帯数       7,519 戸 
総農家数        247 戸 

専兼別農家数 

（内訳） 

 

主業農家          －   
１種兼業農家        － 
２種兼業農家        － 

農用地の状況 
（内訳） 

総土地面積       95,608ha 
耕地面積          6,600ha 

田                   520ha 
畑                 6,080ha 
耕地率           7% 

農家一戸あたり耕地面積     
26.7ha 

第１図 位置図  

特定非営利活動法人やくも元気村 

第１表 地区の概要  



２．むらづくりの基本的特徴 

（１）むらづくりの動機、背景 

 特定非営利活動法人やくも元気村

（以下、「やくも元気村」という）は、

平成 22 年９月に設立された（平成 23

年１月にＮＰＯ法人認証）。 

やくも元気村の設立メンバーは公民

館を中心に地域を元気にしようと活

動していたメンバーで、公民館活動

を通じて様々な町民と関わる中で、

八雲町では「障がいを抱えて一般就

労できない人の居場所がほとんどな

く、周辺の市町村の施設に入所しな

ければならない」、「不登校の子どもたちを支援する体制が充実していな

い」、「高齢者が気軽に立ち寄れる憩いの場が少ない」という声を聞いた。

これを発端として、八雲町に住むお年寄りから赤ちゃんまでみんなが、「そ

れぞれ持っている個性を大切に、お互い支えあいながら、笑顔で元気いっ

ぱい楽しく過ごせるまち」、「それぞれの力を生かし、自分も社会の一端

を担っている自信が持てるまち」、「次の世代も、その次の世代にも持続

できる温かいまち」をつくるという目標を掲げ、やくも元気村を設立した。 

 

（２）むらづくりの推進体制 

 本団体は役員６名、会員 24 名（うち農家８名）、事務局２名、職員 22

名（障がい者の就労支援（喫茶運営、農業、漁業、パン工房等））、研修

生１名（地域資源の発掘、商品開発、ＰＲ、ツアーや体験事業の受入れ、

ガイド等）で運営されている。男女比率は概ね半々で、老若男女問わず多

様な人材を巻き込み、様々な人の意見を取り入れ、多くの団体と連携しな

がらまちづくりに積極的に取り組んでいる。 

写真１ やくも元気村設立メンバー  

第２図 やくも元気村推進体制図 



ア 関係団体・参加団体 

① 八雲グリーンツーリズム推進協議会 

平成 30 年に設立。やくも元気村が事務局を務め、町内団体の協力

を得ながらグリーンツーリズムによる地域活性化に取り組んでい

る。 

 

② ディスカバー・サウザン・ホッカイドウ 

やくも元気村を事務局として、渡島・檜山管内９市町の観光団体

と共に設立。近隣の市町村と観光客を取り合うのではなく連携して

観光客が近隣を周遊できるようすること、道南の観光窓口を一本化

することを目標としている。 

 

■ むらづくりの特色と優秀性 

１．むらづくりの性格 

 やくも元気村は人口流出を軽減する「福祉」と、関係人口の拡大を目指す

「交流」を大きな２本の柱としてまちづくりを実践している。更に細かく分

類すると①共生型事業 ②体験観光事業 ③人材紹介事業 ④廃校活用事業 

⑤移住促進事業 ⑥教育事業 の６つに取り組んでおり、それらを相互に連携

させることでそれぞれの事業の効率や効果を高めている。 

福祉においては「障がい者だからといって引きこもるのではなくどんどん

外に出て行く」をモットーに、一貫して「人と人との関わり」を大切にして

おり、イベントの開催・参加に積極的に取り組んでいる。 

また、様々な団体に参加・連携することで八雲町から始まった活動が道南

地域全体に波及しており、地域の先頭に立つ団体である。 

第３図 むらづくり推進体制図 



２．農業生産面における特徴 

（１）生産者と障がい者の支え合いによる相乗効果の形成（共生型事業） 

ア 野菜の宅配・販売事業（就労継続支援Ｂ型事業所八雲シンフォニー） 

 月 2000 円で毎週その時期に旬な野

菜をお任せで届けるサブスクリプショ

ンサービスを実施し、八雲町内外の農

家から委託を受けている。売上げは初

年度が約８万円だったが、令和２年度

は約 140 万円と大幅に増加し、通所者

の賃金や地元農家の売上げの増加、道

南地域での農作物の流通促進に貢献し

ている。 

 

イ 農漁家への支援作業（就労継続支援Ｂ型事業所八雲シンフォニー） 

 農業ではネギの収穫の際の皮剥ぎや田植え、草取り、野菜の仕分けな

ど、漁業ではホタテの耳吊り作業や漁具の修繕作業を行っている。漁業

では春から降雪前までコンスタントに作業を行うことで生産者の作業時

間の軽減に貢献しているほか、農業

では春の播種やかぼちゃの収穫な

ど繁忙期や人手が足りない時の突

発的な作業にも対応する。一次産業

は繁忙期の人手確保が非常に難し

く、人材不足に悩まされていたが、

常に色々な仕事を行っている福祉

団体であれば繁忙期だけの作業に

も安定して対応することが可能で

あり、上手く結びつくことができて

いる。また、障がい者の雇用の重要な場にもなっており、働く場所がな

い障がい者と労働力がいない一次産業事業者が互いに支え合うことでｗ

ｉｎ－ｗｉｎの関係を築いている。 

 

（２）体験型観光の促進（体験観光事業） 

 「八雲グリーンツーリズム推進協議会」の事務局として体験型観光を推

進している。体験内容としては軟白ネギの収穫体験や和牛のお世話体験な

どがある。外国人観光客をメインターゲットとして事業を開始し、はじめ

は好調であったが、新型コロナウイルスの影響からターゲットを日本人に

も広げていった。日本人は主に民泊型修学旅行の受入れを行っている。こ

の事業により地元の農家・漁家と町外からの観光客との交流が増加しただ

けでなく、体験型観光に関する情報交換等で農家・漁家同士の交流も増え、

コミュニティ活動の強化に繋がっている。 

写真２ 宅配用野菜の搬入  

写真３ 漁福連携（ホタテの耳吊り）  



やくも元気村が作業衣服や道具の

準備、現地でのガイドといったサポ

ートをすることで受入れ負担が軽減

し、農家・漁家が純粋に交流を楽し

むための基盤が醸成された。 

はじめは体験観光に難色を示して

いた生産者も、普段は当たり前に行

っていた作業に対し、学生から次々

に質問が飛び、素直に感心・感動す

る姿を見て、「こんなことに驚くの

か」といった感動のキャッチボールが繰り返されている。次回の受入れで

はどんな体験をさせようかといった構想を自ら練るなど、受入れに対して

積極的になるとともに、自らの仕事の魅力ややりがいを改めて感じること

で、生産者の仕事への意欲の向上にも繋がっている。 

 

（３）一次産業へ労働力をコーディネート（人材紹介事業） 

八雲町の大自然に囲まれた「普段の生活」は、都会の人にとっては

「非日常」であるということに着目し、田舎の働き手がいない一次産

業と都会の若者をマッチングさせ、普段とは違う体験を提供している。

令和３年度にはコロナ禍にも関わらず 20 名から働きたいという応募

があり、採用者５名が訪れている。  

フリーランスで働く人やインターンで来町した長期滞在者の中に

は、当初は１日数時間の農家、漁家の手伝いをしていたものの、八雲

町の自然に囲まれた作業に魅了され、一日中、一週間働くことを希望

する人もおり、このような人をアルバイトとして雇うことで、短期的

な労働力の確保ができ、新たな交流が生まれるだけでなく貴重な労働

力として八雲町の一次産業を支えている。  

また、やくも元気村が運営する「特定相談支援事業所・障がい児支

援事業所『えがお』」に動物好きの引きこもりの若者が相談に来た際、

ＮＰＯ会員の酪農家に紹介したところ、そのまま酪農家に就職。順調

に仕事を続け、牧場が大規模農場になってからも社員として働き続け

ている。このように、やくも元気村の紹介によって若者の就職先の斡

旋と、農場の担い手育成に貢献している。  

 

  

写真４ 体験観光（ネギの収穫）  



３．生活・環境整備面における特徴 

（１）新たな地域活動の拠点を整備（廃校活用事業） 

ア カフェ兼ゲストハウス「ＳＥＮＴＯ」の整備 

 廃業後の銭湯をリノベーションし、短期から中期の滞在ができるゲス

トハウスＳＥＮＴＯを整備。当時の浴槽をそのまま残したユニークな内

装となっている。野菜の直売所や、地場産品を使用したカフェを併設し、

八雲町の食材をＰＲしている。 

 宿泊施設としての役割のほか、農泊観光拠点としてのワンストップ窓

口、地域観光情報の発信拠点、体験プログラムを受け入れる生産者と観

光客が夕食等を通じて交流する場、イベントの会場としての役割を兼ね

備え、宿泊者以外にも町民と観光客の交流や、町民同士の新たな交流も

生まれている。ＳＥＮＴＯで開催するイベントは特に盛んで、宿泊者と

町民が「オモシロイ」と感じる様々な企画を立ち上げ、その企画がさら

に町外から人を呼び込み、そこに来町した人がまた新たな企画を立ち上

げていく「オモシロイ」の循環が生

まれている。宿泊者数は年々増加

し、令和３年では実宿泊者数が 680

人、延べ宿泊者数が 1028 人となっ

ており、ＳＥＮＴＯを訪れた人の

多くは魅力を感じてリピーターと

なっている。このようにＳＥＮＴ

Ｏを拠点として町に人が来る仕組

みができている。 

 

イ 廃校をリノベーションし交流拠点を整備 

町内の廃校（平成 23 年廃校）をリノベーションし、キャンプ場・レン

タルスペースとして蘇らせた。リノベーション後の校舎は、アイヌ語で

牛を意味する「ペコ」と、風を意味する「レラ」を組み合わせ「ペコレ

ラ学舎」と名付けられた。キャンプ場や内装の整備はＳＮＳを中心に参

加を呼びかけ、全国から約 60 人のボランティアが最短１日から２ヶ月

程度八雲町に滞在し、リノベーションを行った。現在は、やくも元気村

の赤井義大さん、八雲町地域おこし協力隊の山本里咲さん、藤谷修平さ

んの３人が中心となって運営している。主にキャンプ場としての利用の

ほか、コワーキングスペースやイベントの会場としても利用されている。

今後はワーケーションでの利用を増やし、地元の人と町外の人の交流促

進を目指している。 

 

写真５ ＳＥＮＴＯの内装  



（２）移住・定住の促進（移住関係事業） 

 八雲町は、少子高齢化が進み、町の人

口の維持が課題であるため、移住・定住

を推進している。やくも元気村はまず

「観光以上、移住未満」の来町者を増や

すため、住居と食事のサポート付きの

ボランティア募集や、ＳＥＮＴＯでイ

ベントなどを実施することにより定期

的に町に人が入る仕組みづくりを確

立した。実際に「観光以上、移住未満」

の中から 10 人が町民になるなど、地域維持に貢献している。 

 

（３）学びの場の創出（教育事業） 

 外から人材を連れてくるだけでなく、地域の人材を育てなければい

つか限界が来てしまうと考え、「やくもの寺子屋」をＳＥＮＴＯで行

っている。ただ勉強を教えるのでなく、生徒自らがやりたいことを見つ

け計画を立てて実行する。「あしたの寺小屋ネットワーク」を利用した日本

全国の同世代の生徒との交流のほか、ゲストハウス利用者や地元民を講師

とした授業等、中山間地域にいながらに幅広い価値観に触れ自らの将来に

ついて考る機会を提供している。 

 

 

写真６ 一週間酪農家で働いた男性  


